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社会資本整備審議会 建築環境部会 LCCO2小委員会 （2009.9.16）

ＬＣＣＭ住宅研究開発委員会

ＬＣＣＯ2部会の研究内容

LCCO2部会

部会長 伊香賀俊治（慶應義塾大学教授）

部会長補佐 本藤 祐樹（横浜国立大学准教授）

資料２
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１．LCCO2部会の活動概要

資源の採取 建材製造 施工 居住 解体

リサイクル

最終処分

資源の採取 建材製造 施工 居住 解体

リサイクル

最終処分

CO2CO2
CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

戸建住宅の建設から廃棄までのライフサイクルCO2を評価できる
LCCM評価ツールとデータベースを開発する。

まずLCCO2の詳細な評価（ライフスタイルや省エネ、創エネ技術等）が
可能なツールを作成

その後、一般ユーザー（工務店や施主）が使用可能な
簡易ツールを作成
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部会長 伊香賀俊治（慶應義塾大学）

部会長補佐 本藤 祐樹（横浜国立大学)

委 員 中島 史郎（建築研究所）

恒次 祐子（森林総合研究所）

小林 謙介（産業技術総合研究所）

南斉 規介（国立環境研究所）

佐藤 正章（鹿島建設）

近田 智也（積水ハウス）

２．部会委員構成
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ライフサイクルＣＯ２チャート
2-3　ライフサイクルCO2（温暖化影響チャート）

建設

参照値

評  価
対  象

（kg-CO2/㎡・年）

15 30 45 60 75

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内
容を、一般的な住宅（参照値）と比べたライフサイ
クルCO2 排出量の目安で示したものです

居住改修・修繕・解体
他

100%

80%

３．LCCM住宅評価ツールのイメージ(1)

太陽光発電、太陽熱利用、バイオマス
エネルギー利用などによりカーボンマイ
ナスを達成

-75 -60 -45 -30 -15 0
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評価項目 レベル

躯体 3
外壁材 2
屋根材 1
維持管理の体制 3

3
2
4
5

LCCO2
(kg-CO2 / 年m2)

躯体 3
維持管理の体制

外壁 屋根 3 4 5

2

1 5.2 4.6 4.1
2 5.2 4.1 3.0
3 4.1 3.6 3.0
4 4.1 3.6 3.0

単位： kg-CO2 / 年m2

LCCO2データベース

5.23.0

カーボンマイナスの表示

標準
建物

評価
建物

100％

‐40％

0 40 80 120 160
[kg‐CO2/年・m2]

‐40

対象住宅の評価

LCCO2の算定

３．LCCM住宅評価ツールのイメージ(2)
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・ LCCO2のマイナス分の評価を可能にするため、
LCCO2の算定ツールであるAIJ-LCA（戸建住宅版）を改良する必要

４．LCCM住宅評価ツールデータベース開発(1)

（1）2000年版データへの差し替え

現行のデータベースは1995年産業連関表に基づく値から未更新

（日本建築学会、2006） CO2原単位データベース

2000年産業連関表に基づいたデータベースにバージョンアップ

バージョンアップ
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・輸入材、地場産材評価の導入

・省エネ、創エネ技術（ペレットストーブ、バイオマス、太陽光、太陽熱等）の
CO2原単位のデータベースへの導入

（2）その他評価内容の改良

etc.

・輸送距離の導入

木材評価に関して、現状のツールでは上記の区別がない

LCCO2削減に有効である地場産材の組込み

現状のツールでは、資材の輸送距離による区別がない

評価時に資材の輸送距離を入力することで、
輸送距離による環境負荷の差を反映可能に

現状のツールでは、上記のような技術の評価ができない

各種技術のCO2原単位をデータベースへ組込み

４．LCCM住宅評価ツールデータベース開発(2)
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原材料量

国産材－製材、合板工場のヒアリング項

製材、合板

② 乾燥 ③ 輸送

木造住宅

① 加工

廃棄物、副産物量

燃料・電力消費量

素材

輸送形態・距離

：マテリアルに関するヒアリング項目

：エネルギーに関するヒアリング項目

：マテリアルに関するフロー

：エネルギーに関するフロー

木材生産量エネルギー利用量

木屑等

燃料・電力消費量

自然乾燥時間

４．LCCM住宅評価ツールデータベース開発(3)
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【調査場所】

【調査時期】 2009年9月3週目

製材 生コンクリート ペレット

梼原町森林組合 有限会社 共同生コン
ゆすはらペレット

株式会社

 

「資材製造段階のエネルギー消費量や燃料消費量等のデータ収集」

地域特性を考慮した環境負荷原単位の算出

高知県梼原町などでの現地調査

４．LCCM住宅評価ツールデータベース開発(4)
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5．梼原町の先行事例を利用した詳細調査(1)

地元で生産される木材などの地域建材を活用
し気候風土等の地域特性に配慮するなど、地
域型の展示住宅の整備

県産材を活用したモデル住宅の整備（イメージ）

展示住宅の整備による
地域の木造住宅の振興

環境モデル都市「ゆすはら」にふさわしい低炭素社会を目指した地域生活体験住
宅 →ライフサイクルカーボンマイナス（LCCM）住宅

町産木材など自然素材活用などによって、健康維持増進に資する住宅
→健康維持増進住宅

国土交通省住宅局による地域木造住宅普及推進事業にLCCMの要素を加味

高知県高岡郡梼原町（人口4000人）
内閣府「環境モデル都市」200901選定
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梼原町下組のＬＣＣＭ住宅

町産木材の活用

H11年省エネ基準を満たす

長期優良住宅基準を満たす

太陽光発電4kW

太陽熱給湯6㎡南立面図

太陽熱外気予熱

断面図

建設地：梼原町下組（標高520m）
規 模：延床100㎡、1階建て
建築主：梼原町
設計者：ケーズ設計
工 期：2009.9～2010.2

ペレットストーブ
（木質バイオマスエネルギー利用）

外気

5．梼原町の先行事例を利用した詳細調査(2)
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町産木材の活用

H11年省エネ基準を満たす

長期優良住宅基準を満たす

太陽光発電4kW

太陽熱給湯6㎡
南立面図

太陽熱外気予熱
（ガラス集熱部付）

断面図

建設地：梼原町松原（標高260m）
規 模：延床100㎡、2階建て
建築主：梼原町
設計者：西村設計
工 期：2009.9～2010.2

外気
ペレットストーブ
（木質バイオマスエネルギー利用）

梼原町松原のＬＣＣＭ住宅

5．梼原町の先行事例を利用した詳細調査(3)


